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「福祉の一端を担える喜び」 

             忍ケ丘集会協力牧師 河  尚 志 

(カナン・ルーテル、西神ルーテル教会牧師) 

福祉系の大学に通っていたわたしは、兄

の仕事の関係先だった沖縄県の特別養護老

人ホームで実習をすることになりました。

正直に言いますと、当時のわたしは、福祉

を学びたいというよりも沖縄で遊びたいと

いう思いの方が強かったです。そんな若い

わたしの下心を、ご指導くださった施設の

課長はお見通しだったようです。人間的に

も社会的にも未熟なわたしの成長のために

プログラムを組んでくださり、その中で、

デイ・サービスで実習させていただいたこ

とが、わたしの将来に大きく影響しました。 

デイ利用者の皆さんはとても社交的で、

わたしが本土から来た学生ということもあ

り温かく接してくださいました。テンポの

速い沖縄民謡がデイ・ルームに流れると、

皆さんノリノリで踊られました。明るさと

元気にあふれたデイでしたが、集われるお

一人おひとりの人生に思いを向けた時、わ

たしは沖縄のお年寄りたちが通ってこられ

た道を想像せずにはおれませんでした。 

実習した 1995 年の夏は、ちょうど戦後

50年目に当たる年で、テレビや新聞でもそ

のことを盛んに取り上げていたと記憶して

います。デイ利用者は 70～90才代ですから、

ここに集うお年寄りたちは 50年前、つまり

20～40才の青春、仕事、結婚、子育ての時

にあの戦争を体験され、そして今日まで一

生懸命働いてこられたんだ、と気づきまし

た。歳を重ね介護を受けておられる皆さん

の、手と顔の深いしわに、悲しみも苦労も

刻まれているのだと思うと、わたしが社会

福祉に携わるということが、わたし自身に

とっても、また世の中全体にとってもすご

く価値のある幸せなことではないかな、と

感じました。 

沖縄での経験を機に、高齢者福祉施設、

特にデイ・サービスで働きたいと思うよう

になったわたしは、大学 4 年生の時、大阪

の大きな体育館で開かれた福祉施設の合同

就職説明会に参加しました。当時、新しい

施設が次々と建てられていました。求人も

多く、たくさんの施設がブースを出してい

ましたので、どこを選べばよいのかさっぱ

りわからなかったわたしは、鉛筆の倒れた

方を選ぶくらいの感覚で数施設にエントリ

ーし、そのうちの一つ、大阪市内のデイ・

サービス事業所に採用いただくことになり

ました。 

さて、そのデイ・サービスでわたしより

先に働いていたのが、クリスチャンで牧師

の娘でもあった今のわたしの妻でした。教

会に一度も行ったことのなかったわたしを

彼女はクリスマス・イヴの燭火礼拝に誘っ

てくれました。その後続けて教会に通うよ

うになり、イエス・キリストを救い主と信

じて 24才の時に洗礼を受け、翌年に結婚し

ました。福祉の仕事が自分に合っていると

思っていましたが、30才の時に神さまの召

命を受けて献身し、牧師になりました。妻

も福祉に思いがありましたが、わたしが牧

師になったことで牧師の妻になりました。 

「人の子は仕えられるためではなく仕え

るために、また、多くの人の身代金として

自分の命を献げるために来たのである。」

（マルコ 10 章 45 節）イエスさまのお言葉

です。多くの人の幸いのために働く福祉の

心は、すべての人の救いのために払われた

イエスさまの犠牲の愛に通じていると思い

ます。教会の働きに召されている傍ら、る



 

うてるホームの社会福祉にかかわらせてい

ただき、そのうえ、忍ケ丘集会の皆さんと

礼拝ができることを、神さまからのプレゼ

ントと思って感謝しています。 

 

 

 

  
 

 

「スピリチュアルケア研修に参加して」 
通所事業部 白 木 美 希 

 

 10月 1日、講師の関野和寛牧師よりご自身

の米国におけるチャプレンの活動やスピリチ

ュアルケアの現状をテーマにホーム内で受講

しました。 

 講義では、米国でのご自身の体験談を交え

て日本との考え方や活動の違いについてもお

話を聞くことができました。 

その中で、看取りの時に掛ける 6つの言葉

を伝えられるように環境を整えることもチャ

プレンの務めであることを知りました。その

6 つの言葉は感謝や贖罪、敬愛や再会を表し

たものでそこに必要なのは大層な思想や高度

な技術でもなく日常のなかにある相手を気遣

い、思いやる言動にあるのだと気づかされま

した。ひとが人生の最後に自身の大切なもの

を握りしめることで結ばれた大切なものを守

れるように、そのひとの魂にそっと寄り添う

ことが最善のケアにつながるというお話も深

く印象に残りました。 

また、自身のアイデンティティを失う体験

をするというワークショップもあり、今の私

自身を見つめる良い機会にもなりました。 

 日々、スタッフとして私たちにできる最善

の支援・ケアにつなげるためにはどうすれば

良いのか。いま目の前にいるあなたの心はど

うしたら救われるのかを、他の誰でもない私

自身に問い続けながら少しでもその人の心に

近づくために前へ進みたいと考えています。

そういった想いもあり、現在も様々な障がい

や病と共に生きる方たちの生活を支援させて

いただけているのだと思っています。そして、

スタッフ間で思いを同じくする仲間と支え合

うことで決して独りではなく、重荷を分け合

える環境に恵まれたことは私の看護師人生に

おいて大きな財産だと感じています。 

 だからこそ自分ならどうしてほしいかを考

え、その人の心に寄り添いたいと思えるのだ

と気づきました。講義のなかでも、スタッフ

の心のケアの重要性についても触れられてお

り、多忙な日常に追われ置き去りにしてしま

った自身の心と向き合う時間も大切にしたい

と思いました。 

 魂という形の分からない存在に触れるため

にも、私は声にならない想いも伝え続けたい。

そして、その想いが病の果てに旅立つひとの

心をそっと包み寄り添うことで少しでもこの

世で受けた苦しみから魂が解放されることを

信じてこれからも自身の職務と向き合ってい

きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 
 

「自分たちの研修を目指して」 
 地域支援事業部副部長 神 谷 葉 子  

 

どこか他人ごとのように感じていたスピ

リチュアルケア研修を自分ごととして受け

られるようにしたいと思い、研修会の運営

に積極的に参加させてもらうことにしまし

た。今回の研修の目的は『〝スピリチュア

ル〟を知り、〝スピリチュアルケア〟と私

たちの目指す〝るうてるケア〟を考える機

会にする』としました。私自身は法人から

 

 



 

与えられた研修ではなく私たちの研修であ

ることを示していけるような研修にしたい

という思いがありました。企画チームで、

それぞれの役割を明確にし、協力者への依

頼、当日までに準備すること、当日行うこ

と等について、何度も話し合い、確認をし

ました。 

企画をしたことで職員の私たちが自分た

ちの研修だという体感がもてました。また、

スピリチュアルペインを自分ごととして感

じることができました。 

 今年度は当日参加できなかった職員に向

けてフォロー研修を企画しています。関野

先生のロックなスピリチュアルケアについ

ての講義を一人でも多くの職員と共有でき

たらと思っています。スピリチュアルケア

研修は一人ひとりが、るうてるケアについ

て考える機会になればいいなと思います。 

 
 

 

「東京老人ホームとの合同研修」 
特養事業部主任 頴 娃 和 典 

 

 るうてるホームでは同じキリスト教主義を

掲げ、ルーテル法人会連合の仲間である東京

老人ホームと定期的に合同研修を実施してい

ます。わたしたちは四期生で、さまざまな部

署から４名が選抜され、昨年から「人材マネ

ジメント」というテーマでディスカッション

を重ねてきました。新型コロナウイルスの影

響で、今のところ東京老人ホームのメンバー

と直接会うことは叶っていませんが、オンラ

インセッションを 2回実施しました。来年こ

そは実際に対面にて親睦を深めたいと願って

います。 

 るうてるホームは 57 年の歴史ある施設で

すが、東京老人ホームは来年 100周年を迎え

る大先輩です。1世紀ものあいだ、「キリスト

教」、「福祉」という同じ価値観のもとで事業

を継続し続けてこられた秘訣を学ばせていた

だきたいと思います。 

 歴史から教訓を得る一方で、時代の変化に

対応する柔軟性も不可欠となってきています。

新型コロナウイルス感染症のまん延、ロシア

によるウクライナ侵攻による脅威など、グロ

ーバル社会のなかで、今まで想像もしてこな

かった現実が実際に起きています。このよう

な社会の移り変わりの中でも、よく観察し、

調べ、考え、最善と思える決断をする。そう

いった自立型の人材マネジメントが我々に課

された使命です。 

 議論を重ねていく中でわたしたちは「オー

ナーシップ」、「心理的安全性」という 2つの

キーワードに辿り着きました。オーナーシッ

プとは自ら主体的となって、能動的に社会や

環境を変えていく考え方をいいます。他責で

はなく自責で、また自利ではなく他利で物事

を捉える視点が重要で、そのうえで欠かすこ

とができないのは心理的安全性の担保です。 

 福祉の世界では業務を遂行するうえで職員

は心身ともに大きなストレスとプレッシャー

に晒されます。そのなかでも安心して働ける

良質な職場環境構築を目指すには、法人全体

で失敗を責めずに挑戦することを評価する風

土をつくることが大切になります。減点方式

ではなく加点方式で職員同士がお互いに支え

られつつ支えあうことができれば、皆が心を

惹かれる魅力的な施設になると確信していま

す。 

 研修は来年度まで続く予定です。学びを机

上の空論で終わらせぬよう、実際の現場にど

う落とし込めるかがこれからの課題です。職

員の笑顔はお客様、ご家族、そして地域の方々

への還元につながります。るうてるホームを

笑い声あふれる場所にできるよう、これから

も試行錯誤を繰り返してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

＊＊＊＊＊召天者記念礼拝について＊＊＊＊＊ 

 今年の「召天者記念礼拝」は、去る 11月 9日に大柴譲治チャプレン司式により、これま

でるうてるホームをご利用いただいた方々のお写真を飾り、入居者、職員とともに感謝をさ

さげる時といたしました。今年も残念ながらコロナ禍の状況によりご遺族をお招きすること

ができませんでしたが、YouTubeでのライブ配信を行い、数名の方にご視聴いただきました。 

 昨年のような配信トラブルはなかったとは思いますが、まだまだ改善の余地はあるようで

す。来年は週末での開催を予定しています。再び皆様にご参加いただいて、懐かしいお話が

できるよう希望をもって祈り続けたいと思います。（石倉智史） 

 

 

後援会ご献金感謝報告 
2022年 6月 27日から 2022年 11月 18日までの献金総合計は、442,977円ございました。

多額のご献金に感謝申し上げます。 

今後とも皆様のご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。 
 

 

編 集 後 記  

  ホームでは相変わらずコロナ禍の影響を受けてはいますが、何もかも制限するのではな 

  く、少しずつ柔軟な対応へと変化していきつつあります。アドベントの時期を迎え、今 

  年はご家族や友人と親しく暖かい時間を過ごしたいものです。皆様におかれましても 

  よいクリスマスをお迎えください。ご健康を心からお祈りしています。（石） 
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